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＜連絡事項＞
・防災委員会より昨年10月以降の入職者を対象に、消火器を使用した消火訓練を実施します。実施予定日時と場所は以下の通りです。

1回目　11月14日(木)　13：30～14：00

2回目　11月20日(水)　13：30～14：00

場所：第２駐車場　奥

対象となる方については、添付ファイルを確認してください。

＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～主治医来棟時に腰痛訴えあり、スミルスチック1本処方となる。
・小向　清志様～午前妻様来院され、面会されている。面会前に妻様より下記4点の確認と依頼あり。
1)退院時に車椅子へ移乗し車へ乗せていく事は可能か？
2)インフルエンザの予防接種を当院退院前に行ってほしい。
　　　　　　　　3)入所施設より診断書の作成依頼あり、主治医へ依頼してほしい。
　　　　　　　　4)内服薬について確認してほしい。
　　　　　　　　1)は座位保持は短時間であれば可能である事、2)・3)は主治医が退院日当日に出勤される為、ともに依頼していく事、4)は電子カルテの予定表より確認し、メモへ記載後、妻様へ説明し渡している。上記の説明で了解されている。
・西山　アイ様～不穏時のリスペリドン内用液(0.5)1Pが残2回分にて主治医不在の為、田名部Drより10回分処方して頂く。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前10時より開放観察実施。水補後、書き物行うが集中できずにホール内徘徊見られている。10:30いちい寮への外泊 (11/13 10:30～11/15 10:30) の為隔離解除となる。いちい寮スタッフより、今回で外泊訓練は終了で、兄様と入寮について話し合う予定との事。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。他者との距離感が近いがトラブルはない。精神症状の訴えなく穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・澁谷　兼一様～徘徊、他室侵入、放尿、唾吐き行為、盗食等の迷惑行為あり、常に所在確認と介入行っている。介入に対し易怒性はない。
・須藤 二男様～徘徊あるが、歩行にふらつきはない。尿意の訴えなく余暇時はホールベンチや自床に臥床して過ごす。対面時穏やか。
・越後　留藏様～体温37.6～38.1℃、脈拍120～137/分不整有り、血圧異常無し。努力様呼吸あるが酸素飽和度は97～98％。酸素4L継続、2点クーリング継続している。睫毛反射微弱、時折痙攣発作認められている。
・吹越　冨三様～各食介助するも開口せず不食。点滴トラブルなく経過。
・西山　アイ様～帰宅要求、多弁さ、妄想様発言頻回。療養環境変更のためCユニットへ部屋移動となる。
・尾崎　栄子様～体温39.6℃、その他バイタルサイン異常無し。継続指示のアンヒバ坐薬使用。クーリングにて経過観察している。
＜深澤Dr診察情報＞
・木村　美智子様～臨時薬のロナセンテープが本日分で処方切れあり、主治医へ報告し、14日分処方となる。
・澁谷　兼一様～臨時薬は本日分で処方切れあり、主治医へ報告し同内容で14日分処方となる。
・吹越　冨三様～点滴の処方切れあり、主治医へ報告し一部内容変更し6日分(11/15～11/20迄)処方となる。
・尾崎　栄子様～点滴の処方切れあり、主治医へ報告し同内容で7日分(11/14～11/20迄)処方となる。
＜入院患者様情報＞
　日時：R1.11.13　13:33

　　氏名：佐々木　美恵子（ささき　みえこ）様

生年月日：昭和25年9月23日(69歳)

　　病名：抑うつ状態

　　性別：女性

　主治医：金Dr.(サポート医：田名部Dr.）

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Bユニット3号室

(経過）

　現在、みちのく記念病院にうつ病にて入院中。R1.10.5まで埼玉県にて独居されており、30年前から「サテライトクリニックしょうわ」へ通院していた。主訴は不眠症状と手の振戦。また、昔から浪費傾向があったが、何百万円もする着物を購入し捨てていたことがあり、他にも計1000万円程遣っていたとの事(時期・詳細不明、本人様情報)。9月に手首をリストカットし、1週間経っても傷が治らないとの事で自ら同院受診し入院歴あり。その後同院から、埼玉県には身寄りがいない為、10/5娘様が本人様を八戸に連れて来られている。10/7当院へ入院希望にて同院より紹介状を作成していただいているが当日の対応が難しく、お断りをしていた。その後御家族がさくら病院からみちのく記念病院の紹介を受け、左記にて入院加療を行っていた。入院後、不穏状態が持続していたようだが、医師や看護師の対応に恐怖心を抱き、本人が娘様に相談をしていた。10/15娘様のかかりつけ医である西口内科小俣Drへ娘様が相談をし、同日小俣Drより当院へ転入院希望の相談が入っている。また娘様より現在加療中のみちのく記念病院に当院への紹介状の作成を希望しているが、”転院は困る、紹介状は作成できない”との返答があったとのこと。当院入院となった場合、退院後は施設入所（ケアハウス）を希望。退院に向けて介護保険を申請しようとしたが、上記医院より状態が落ち着いてから…と言われ現在は未申請。

　10/25娘様より、10/24に本人様と面会した際に「ナースコールで盗撮、盗聴されている。話が筒抜けな原因がわかった」等の発言、物盗られ妄想様の症状も認められたとの情報あり。R1.11.11上記医院から一旦自宅へ退院し、R1.11.13本人御家族の強い希望と鑑別診断・症状改善目的にて当院受診。診察にて重篤な抑うつ状態にあり、入院治療が必要と考えられるが、本人に入院の抵抗はないものの同意能力が低い状態であると判断され、長女様の同意を得て、同日13:33東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院となる。

【備考】
・洗濯：業者洗濯
・義歯：無し、自歯
・インフルエンザ予防接種：2週間前にみちのく記念病院にて接種したと次女様談。
・買い物：可(上限金額設定無し)
・他科受診：無し
